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機電技術者意見交換会 挨拶 

 

2012年 10月 4日 

（一般社団法人）日本建設機械施工協会 

建設業部会 部会長 増子文典 

 

ご苦労様です。 

今年から２年の任期で日本建設機械施工協会 建設業部会の部会長を仰せつかっておりま

す大成建設の増子でございます。 

第１６回「機電技術者意見交換会」に当り一言ご挨拶を申し上げます。 

この機電技術者意見交換会はかれこれ１６年続いております。 

色々なご意見はございますが、過去に受講された皆様の先輩方々から『参加して大変有意義

であった』とのご意見を頂いており毎年継続的に開催をしております。 

最近の建設業界は、激化する受注競争の渦の真っただ中におり、仕事を取るために各社が熾

烈な競争をしております。 

皆さんは、毎日々技術提案書をどう書くか、価格を何処まで下げられるか、またその下げ

る方法をどうすればよいか等、また、現場の方は、技術提案で縮めた工程をどう実行するか、

安く設定された価格をどう維持していくか等忙しく、悩ましい毎日を送られていることと思

います。 

 本来であれば、各社共、他社との交流を避け、情報流出を極力抑えたいのが本音かもしれ

ません。 

 しかし私共建設業部会は、建設業全体の発展と向上を考えますと各セクションでの交流は

大変意義あることと考えています。 

機電技術者意見交換会の目的は、大きく二つあると思います。 

１）各社における機電技術者の立場やそれぞれの会社が機電技術者へ要求している事項は異

なると思いますが多種多様化する建設業において機械・電気の技術は大変重要なものと

考えています。 

新工法を考える上で機械・電気に関する技術は不可欠ですし、機械・電気やそれぞれの

要素を用いない新工法などありません。 

旧態依然とした建設業を高度化していくために大変重要な役割を担っているのは、機電

技術者であると思っています。 

その知識を有する機電技術者の活発な意見交換の場であって欲しいと思います。 

２）思想の違う各社の考え方を知り、学ぶことも大変参考になることだと思います。是非、

お互いに話し合って切磋琢磨してください。 

今回のテーマは『私が考える未来の機電技術者』です。 

皆さんは、真剣に議論をして頂き建設業の発展の一助にして頂きたいと思っております。 

最後になりますが、各社、これだけの方々が参加しております。 

後々、『あの会社ならあいつを知っている・・・・』と言える人間関係を作ってください。

必ず将来、皆様方の宝になるはずです。 

短い２日間ですが、是非、自由闊達な意見交換をして実のある機電技術者意見交換会にし

て頂きたいと思います。 

宜しくお願い致します。 
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１．第１６回機電技術者意見交換会報告 

 

（１）背景 

 機電技術者意見交換会はこれまでに１５回開催されているが、参加者から“同業他社との

交流が有意義だった”或いは“他社の機電職員も同様の問題を抱えている”等の意見が多く、

それらを踏まえて時流にも沿ったテーマで実施してきた。 

 しかし、第１６回目を向かえるに当り、この会の意義を再度見直すことになり、建設業部

会内に機電技術者交流企画ＷＧを立ち上げるとともに、事前に会員各社へアンケートも行い、

意見交換会の意義や開催方法等を再検討した初年度であった。 

・遠方からの参加者に配慮し開始時間を9時00分から11時00分に変更 

・グループ編成をこれまでの若手＆ベテラン混成から年代別を基本に変更 

・講演内容の検討・決定 

・ＣＤＰのポイントが取得できるようにした。 

 上述の変更に関する評価については参加者からのアンケート結果を配慮し、機電技術者交

流企画ＷＧで行われた。 

 

（２）討議 

 「私が考える未来の機電技術者」を今回のテーマとし、参加者２３名を５班にグループ分

けし、各班別に討議・検討を行った。 

 今回の班分けは年代別を基本とし、２日目の１時間だけ年代が異なる班編成とし、若手と

ベテランの交流の場とした。 

 

（３）講演 

 今回は以下の１題の講演を頂いた。 

 演 題：首都直下型地震における機械施工協会との災害協定について 

 講演者 国土交通省関東地方整備局企画部施工企画課 課長 稲垣孝氏 

 

（４）討議結果発表 

 討議結果を２日目の最後に各班の代表が発表した。その際の聴講者は建設業部会委員だけ

でなく国土交通省からも数名の参加があった。 

 

（５）講評者意見抜粋 

・リーダー格の参加者が、「何か答えを出さなければならない」という焦りから、議論を詰

めようとし、暗い意見交換になってしまい、結局傷のなめあいになっているような気がした。 

・去年とは大きく変わったところはないが、二日目に班分けした企画は良かったと思われる。 

・参加者は皆、問題意識が似通っている印象をうけた。 

・自分の置かれている現状（目の前の事に囚われ）で手一杯なのは解るが、「会社の組織実

態」というものを把握していない若手があまりに多い気がした。 

・頑張っている姿がよく伝わってきた。 

・若手で集められた二つの班は、まとめるのが大変そうに感じた。 

 

（６）まとめ 

 重要な開催意義に関しては、意見交換会の目的を明確に説明すれば分かりやすかったであ

ろうが、冒頭の部会長の挨拶における“思想の違う各社の考え方を知り、お互いに話し合っ
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て切磋琢磨して欲しい”を開催主旨と受け取って頂いたつもりである。 

上記講評者の意見や、会終了後の参加者アンケート結果を踏まえ、今後引き続き「何が課

題か明確にし」、検討していこうと思う。 
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２．グループ討議結果 
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（第２班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 9
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（第３班） 
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（第５班） 
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（第５班） 
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３．アンケート集計結果 

 

（１）テーマ、進め方、発表方法について 
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その他自由意見 
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（２）参加者、場所、期間について 
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その他自由意見 
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（３）参加して 
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（４）講演会について 
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（５）今回の意見交換会から得たもの（複数回答可） 
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その他の意見 
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４．資料 

 

（１）意見交換会実施要領及びスケジュール 

                              平成24年8月28日 

各 位  様  

                      一般社団法人日本建設機械施工協会 

建設業部会 部会長 増子文典 

 

 

第１６回 機電技術者意見交換会および講演会のご案内 

 

標記意見交換会および講演会を下記の要領により開催致します。 

ご多忙の折、参加者を選出して頂きまして、ご連絡頂けますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１）開催趣旨、実施要領（詳細は､参加申込者に別途送付します） 

開催日 ： 10月４日（木）～10月５日（金） 

テーマ ： 私の考える未来の機電技術者 

CPDS  ： 登録予定 

場 所 ： 国立オリンピック記念青少年総合センター 

参加費 ： 17,000円（宿泊・食事代含む） 

※当日、協会発行領収書と引換に、徴収させて頂きます。 

 

２）講演会 

講演会 講師：稲垣 孝  国土交通省 関東地方整備局 企画部 施工企画課長 

       演題：「（仮）首都圏直下型地震における機械施工協会との災害協定について」 

 

３）意見交換会参加者の選出基準（原則） 

機電技術者（経験年数10年前後） 

職務経歴問わず 

 

４）参加者の自己アピールシート 

参加者には、自己アピールシートを作成して、当日発表して頂きます。自己アピール

シートは、パワーポイントによる作成とします。作成要領等は、後日（受付締切後に）

担当幹事より参加者宛に配信します。 

概略は以下のような内容（構成）での作成となりますが、発表時間は一人４分で、時

間厳守としますので、この時間に見合うように作成して下さい。 

① 氏名、所属会社、略歴等 

② 現在の仕事 

③ 自己アピール（仕事以外で） 

④ テーマに関連した事項で話したいこと 
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５）概略スケジュール（案） 

１日目 

10：30～11：00 参加者受付 

11：00～11：30 オリエンテーション 

12：30～14：30 自己紹介（自己アピールシートにより） 

14：30～17：00 グループ別討議 

18：00～    全体懇親会 → グループ別懇親会 

 

２日目 

8：30～12：00 グループ討議 ＆ 討議成果のまとめ 

13：00～14：00 講演会 

14：15～16：50 討議成果発表会 ＆ 講評 

16：50～17：00 閉会 

      

６）過去の開催実績等 

昨年度までの「機電技術者意見交換会」開催実績は、一般社団法人日本建設機械施工協

会のホームページ（http://www.jcmanet.or.jp/）で閲覧できます。 

検索は以下の手順で行って下さい。 

 

トップページ右側のバナー 「建設業部会」 

                          ↓ 

                   「機電技術者意見交換会」 

 

 

７）参加の申込 

参加希望者は、次ページの申込書に所定事項を記入（必須事項は必ず記入）の上、   ９

月１３日（木）までに、機械施工協会事務局あてに、参加希望者本人のメールにて、ご返

信下さい。 

  

事務局 一般社団法人日本建設機械施工協会 

 業務部  松本 

E-mail：matsumoto@jcmanet.or.jp 

    TEL   : 03-3433-1501 

     FAX   : 03-3432-0289 
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平成２４年度 機電技術者意見交換会スケジュール 
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（２）参加者名簿 

第１６回機電技術者意見交換会 グループ編成 
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（３）実施状況写 

①開会挨拶、オリエンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自己紹介 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

③グループ討議 
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３班 ４班 



 31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④グループ編成変更・交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤講演会 
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⑥成果発表・質疑応答・討議 
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⑦講評 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨閉会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


